
書写の学習内容
「字形」を例に
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漢字学習が求める学力と
指針が示そうとしているもの

※漢字の学習内容： 形状 ・読み方 ・意味や用法
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正 誤 指針が示そうとしているのはこの範囲

 文字を文字として成り
立たせている骨組み

 文字の細部に違いが
あっても，字体の枠組
みから外れていなけ
れば，その文字として
認められる。

 字体が具体化され，実
際に表された一つ一つ
の字の形

 字形は，手書きされた
文字の数だけ，印刷文
字の種類だけ，存在す
る

字形の望ましさについて

正である範囲にも差

「望ましい字形」
「より良い字形」

への こだわり

※正である範囲に別の規準を設けようとするものではない。

もし書写・手書きすることに興味があれば、、、
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概要（抜粋）
書写の学習方法の変化 －子どもたちが考え、字が変わる学習－

書写教育の基礎知識2 ―文字に関する基礎知識・書字行為のバランス―
字を書く際の運動と点画 －はね・払い 漢字の○×にこだわり過ぎ？－

字形 －字形を整えてみせる要素とは？

持ち方・姿勢の問題 －正しい持ち方でなくとも書けるのに？－

筆順と書字過程 －筆順にはどういう意味がある？－

日常における書字活動 －速く書くと字が汚い?! －



書
写

1 役立つ書写の学力であること

　新学習指導要領における書写の特徴は，「国語ワー
キンググループにおける審議の取りまとめ」（H28.8）
によく示されている。一部を引用すると，「将来の
社会生活に向けて文字を正しく整えて速く書く力を
身に付けるとともに，（中略）読み手に分かりやす
くどのように書くかという相手意識を持つこと， 手
書きした文字に対して読む側が受け取る表現の効果
などを学ぶことが求められる。」とされている。
　小学校および中学校学習指導要領において書写は，
国語の「我が国の言語文化に関する事項」として，「書
写に関する次の事項を理解し使うこと。」（傍線，著
者）と示されている。内容の取り扱いにおいても，「書
写の能力を学習や生活に役立てる態度を育てるよう
配慮すること。」とあるとおり，「使える」「役立つ」
学力として示されている。すなわち書写の時間中の
閉じた学力ではなく，日常のノートやワークシート
への書き込み，校外での学習におけるメモやお礼状
など，文字を書くこと全般に使える学力である。整っ
た読みやすい文字を，良い動作によって（すぐに書
き疲れるといったことなく），目的や相手に応じて，
適切な速さで書ける能力を身につけさせてあげたい。
書写において「何ができるようになるか」の部分を
意識した指導が求められる。

2 書写の学習内容
－三つの要素から－

　書写の学習内容は，「形（かたち）」「動き」「目的
意識」の三つの要素から考えるとわかりやすい。書
写は，整った読みやすい字形や適切な配列など「形」
の学習であるが，その「形」を作り出すのは筆記具

の持ち方から点画のつながりなど手の「動き」の学
習であり，適度な速さで疲れずに書けることも重要
な学力である。また，何のために誰のために書くか
という「目的意識」や「相手意識」を持ち主体的に
書こうとすることも，書写の学力として大切である。
　新学習指導要領における書写の学習内容，「何を
学ぶか」は，この三つの要素で考えると，現行学習
指導要領の構造を引き継ぎ，よりわかりやすくなっ
た。ただし，強化された部分として，「点画の書き方」
と「文字文化」があり，さらにこれらをどう学ぶか
ということも重要になる。

3 よりよく書けるために

　近年子供たちの筆記具の持ち方が悪く，文字を書
く姿がぎこちなかったり，筆圧が強すぎたり弱すぎ
たりして，点画がきちんと書けていないといった声
も聞かれる。また，子供たちに対する「もっと丁寧
に書きましょう」といった助言をよく見聞きするが，
具体的に丁寧に書かせるための指導はどうあるべき
であろうか。新学習指導要領の第１学年及び第２学
年に「点画の書き方や文字の形に注意しながら，筆
順に従って丁寧に書くこと。」と，「点画の書き方」
が示されたことは，これらの改善と関わっていると
考えられる。
　点画とは「横画，縦画，左払い，右払い，折れ，
曲がり，そり，点」を指す。「小学校学習指導要領
解説国語編」（以下，「解説」と略称）は，点画の種
類を理解するとともに，始筆から送筆そして終筆の
止め，はね，払いまでを意識して確実に書くことが

「丁寧に書く」ことにつながるとしている。
　その能力の向上をはかるため，「解説」では「水

新学習指導要領における
書写と学び
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8 特集❖豊かな学びが未来を拓く



特 集

豊かな学びが未来を拓く
新時代の教科書とは

書用筆等」を用いた指導の工夫について触れている。
水書用筆は，水に濡れると色が変わり，乾くと元通
りになる水書用の紙に書くための用具であるが，こ
れを用いて点画の種類，そして終筆の止め，はね，
払い等を学習することで，書く際の動作の向上を期
待している。教科書紙面で，動作の学習を効果的に
示すことは容易ではないが，学習指導要領に対応し
て，教師がこれらの授業を行いやすい教科書である
ことが望まれる。

4 主体的で対話的な書写の学び

　「どのように学ぶか」についても重要である。学
習指導要領において，書写の学び方についての具体
的な指示はない。しかし旧来の指導，すなわち「手
本をまねること」や「教師による添削」に終始しが
ちであったことが，現代における書写の学びに合致
しなくなっていることは確かである。
　字形の学習を想定し， 図 に例を示す。この例
では，「横画の長さをおおよそそろえて，一画強調
する」が学習すべき原理であり，自身の字にその原
理を適用し，その字がより良く書けるようになる過
程を経て，原理を他の字にも応用し，日常の書字に
使えるということが重要になる。原理を知るにあ
たって，教師が「今日勉強する原理は～です」と示
すこともあり得るが，適切な教材があれば，子供た
ちが主体的に原理を見つけ出すこともできる。また，
これまで教師が朱墨等で添削していた部分について
も，子供たちがきちんと原理を理解できれば，自分
の字についてどこを修正すれば良いか，主体的に課
題を見つけ出すことも可能である。また自身の字を
修正できない子供については，相互に評価し合うこ
とによって見つけ出す，対話的な学びが効果的であ
る。さらに，教師が「今日勉強した原理は，○○と
いう字にも使えます。」と指示するのに対して，子
供たち自身が（教科書の漢字表などから）学んだ原
理を使える字を探し出す活動を仕組んだ方が，日々
の書字に使おうとする意欲に結びつく。
　原理を見つけ出して，自分の字に生かし，他の字

に応用して，日常の書く活動に生かせるようになる
ためには，それを上手に導くための教材が必要であ
る。新しい教科書は，そういった「仕組み」を備え，
そして教師がそれをうまく使って子供たちと授業を
構築できるようなものであることが求められる。

5 書写における
深い学びと「文字文化」

　中学校学習指導要領の第3学年に「文字文化」と
いう表現が用いられたことも，着目したいところで
ある。高等学校芸術科「書道」とのつながりなども
含め，これまで構築されてきた文化を大切にすると
ともに，情報機器の普及等によってコミュニケー
ションのあり方が変わっていく可能性を持つ未来に
向けて，文字によるコミュニケーションがどうある
べきかを考える力を育むためにも，重要である。
　ただ，中学校３年生でいきなり「文字文化」につ
いて学び始めるといったものではなく，小学校段階
からの積み重ねが，中学校３年生の学力につながっ
ていると考えるべきであろう。小学校段階から行う
ものとして，どうしてこの部分はこう書くべきなの
かという思考を伴う学習，パンフレットを作る，手
紙を書くといった具体的な活動においてどのように
書くと効果的かといった思考を伴う学習，また場面
ごとに硬筆で書くべきか，毛筆で書くと効果的か，
情報機器の方が有効かといった判断をする学習など
が想定される。こういった学習活動の積み重ねが，
文字によるコミュニケーションの未来につながる深
い学びとなると考えると，そのための適切な教材や
学びの場の設定が重要である。

図   書写の授業の考え方（例：字形の学習）

原理を取り入れて書く練習

整った字のための原理を知る
教師から 主体的に 対話的に

自身の字を認識し，原理を生かす
教師から 主体的に 対話的に

他の字に生かす 日常に生かす
教師から 主体的に 対話的に
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